





　2016 年 7 月 4 日～8 日、韓国・ソウルの梨花女子大学において、OMEP（世界幼児教育・
保育機構）の第 68 回世界総会・大会が開催された。報告者は、平成 28 年度基盤研究（B）「教
育と社会福祉の連携によるウェルビーイングの実現をめざす教育福祉の総合的研究」（研究代









　7 月 6 日～8 日に行われた世界大会のプログラ
ムは次の通りである。大会一日目（7 月 6 日）：
開会式、基調講演、シンポジウム 5 件、ワーク
ショップ 5 件、個人発表 17 部会、歓迎レセプショ
ン。大会二日目（7 月 7 日）：ポスター 129 件、展示、
基調講演 2 本、シンポジウム 7 件、ワークショッ
プ 5 件、学校訪問、バンケット。大会三日目（7








　今大会のテーマは、“Transforming Early Childhood 
Systems for Future Generations” であった。大会一

























　大会二日目には、Samuel L. Odom 氏（ノース
カロライナ大学）の “Inclusion of Children with 
Disabilities in Early Childhood Education” と Arjen 
Wals 氏（Wageningen 大 学 ） の “Protecting and 
Expanding Children’s Innate Sustainability through 


















　Seoul Cheonggyesup Kindergarten は、2015 年に
設立されたばかりの新しい幼稚園で、教育省推薦
の安全教育のモデル校でもある。
　園児数は、3 歳児：3 クラス 51 名、4 歳児：4
クラス 74 名、5 歳児：3 クラス 81 名の計 206 名。
子どもと保育者の割合は順に、1:17、1:23、1:27。




ラスが 20 名（教師 1 名）1 クラス、5 歳児が 20




 9:00～ 9:10 登園と挨拶
 9:10～ 9:30 集会












































































ラム」部会：“Walking the talk: Exploring teacher-
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child dialogues that support children’s agency for 

















　 シ ン ポ ジ ウ ム“Place and space for social and 
cultural sustainability – Preschool in focus” （「 カ リ
キュラム」部会）では、ESD の社会的・文化的
側面に着目した発表が行われた。特に Park, E. 氏
（梨花女子大学）と Samuelsson, I. P. 氏（スウェー
デン・Gothenburg 大学）による、スウェーデン
と韓国の幼稚園教師の ESD に対する意識の違
いに関する発表（A study of Swedish and Korean 


















































OMEP の取り組んでいる ESD の考え方、すなわ
ち、環境問題だけの持続可能性ではなく、人権や
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平和などの文化的・社会的側面が重要であること
を知ることができた。また、他国、とりわけ韓国
の保育・幼児教育の実態にもふれることができた。
課題はあるようだが、就学前教育の無償化、子ど
もの遊びとそのための環境の充実といった点は、
学んでいきたい点であった。日本 OMEP の先生
方との交流・情報交換も貴重な経験となった。
（写真⑤：大会受付付近）
